
 

 

 

 

 

宮城野区役所北側東駐車場 

有効活用事業者募集要項 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１２月１３日 

仙台市宮城野区区民部総務課 

  



目 次 

 

ページ 

１ 趣 旨 ··············································· １ 

２ 用語の定義 ··········································· １ 

３ 貸付物件（対象駐車場） ······························· １ 

４ 日 程（案） ········································· ２ 

５ 応募者の資格要件 ····································· ２ 

６ 貸付契約の主な条件 ··································· ３ 

７ 駐車場に関する条件 ··································· ６ 

８ 応募の手続き等 ······································· 13 

９ 借受予定者の選定等 ··································· 16 

10 契約締結 ············································· 19 

11 その他 ··············································· 19 

□ 企画提案書類について ································· 19 

・ 様式１ 応募申込書 ··································· 23 

・ 様式２ 誓約書 ······································· 24 

・ 様式３ 質疑書 ······································· 25 

・ 様式４ 企画提案書類 ································· 26 

・ 様式５ 事業計画書 ··································· 27 

・ 公有財産（土地・建物）貸付契約書（案） ·············· 28 

・ 特記仕様書（案） ···································· 36 

・ 物件調書について ···································· 41 

・ 物件調書 ············································ 42 

・ 現況図 ·············································· 43 

・ 参考資料 宮城野区役所北側東駐車場利用台数実績 ········· 45 

 

 

 

 

 



- 1 - 

 

 

宮城野区役所北側東駐車場有効活用事業者募集要項 

 

１ 趣 旨 

仙台市では，区役所駐車場の効率的な利用の促進と利便性の向上を図るため，民間事業者の

ノウハウを活用した時間貸しによる駐車場の管理・運営を実施することとした。 

本件は，仙台市宮城野区役所北側東駐車場について，来庁者の利用を優先したうえで駐車場

の適正稼働を図るとともに，主に閉庁時間帯において駐車場を開放することにより，市民への

利便性の向上を図る時間貸し駐車場施設の管理・運営など有効活用ができる事業者との公有財

産貸付契約の締結に向け，最も適した事業者を選定するため，プロポーザル方式による借受者

を募集するものである。 

 

２ 用語の定義 

次の各号に掲げる用語の定義は，それぞれ当該各号の定めるところによる。 

（１）本 市： 仙台市 

（２）対象駐車場： 仙台市宮城野区役所北側東駐車場 

（３）区 役 所： 仙台市宮城野区役所 

（４）来 庁 者： 行政目的で区役所へ来庁された方 

（５）一般利用者： 来庁者以外の駐車場利用者 

（６）借 受 者： 時間貸し駐車場施設の管理及び運営を行う事業者 

（７）駐 車 場 事 業： 借受者自らが貸付物件を自動車の時間貸し駐車場施設として，貸付期間中

継続して管理及び運営する事業 

（８）指 定 用 途： 本募集要項に定める条件及び法令を遵守し，行う駐車場事業 

（９）開庁時間帯： 平日の 8：00～18：00 

（10）閉庁時間帯： 平日の 18：00～8：00 

          土日祝日及び年末年始（12/29～1/3）等の閉庁日終日 

（11）満 空 表 示： 駐車場の満車空車情報が表示できる装置 

（12）駐 車 機 器： 入出庫ゲート，発券機，精算機，満空表示，料金体系や利用規約等の案内  

看板等駐車場事業に必要な機器，サイン表示（駐車場内の誘導案内） 

（13）別途指定した行政利用時間帯： 閉庁時間帯のうち，別途指定する駐車場利用を禁止した 

時間帯 

（14）関連法令等： 駐車場法，駐車場法施行令，高齢者・障害者等の円滑化の促進に関する法  

律（バリアフリー法），仙台市ひとにやさしいまちづくり条例，宮城県ゆ  

ずりあい駐車場利用制度，その他関連する法令等 

 

３ 貸付物件（対象駐車場） 

貸付物件は，次のとおりである。（物件調書のとおり。） 

（１）名称：宮城野区役所北側東駐車場 
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（２）場所：仙台市宮城野区五輪二丁目１２番３５号 

（３）面積：1,219.48 ㎡ 

 

４ 日 程 （ 案 ） 

「宮城野区役所北側東駐車場有効活用事業者募集」の日程は，次のとおりである。ただし，

やむを得ない事情等により変更することがある。 

 

項番 項 目 日 程 

１ 募集要項の配布 令和４年12月13日（火）から令和５年１月10日（火）まで  

２ 募集内容説明会 令和４年12月19日（月） 

３ 応募申込受付 令和４年12月19日（月）から令和５年１月17日（火）まで 

４ 質疑書の受付 令和４年12月19日（月）から令和５年１月６日（金）まで 

５ 質疑書に対する回答 令和５年１月13日（金）まで 

６ 企画提案書類の受付 令和５年１月13日（金）から令和５年１月20日（金）まで 

７ 
企画提案（プレゼンテー

ション）及び審査 
令和５年１月27日（金）（予定） 

８ 
借受予定者の決定及び結果

通知 
令和５年２月上旬 

９ 契約の締結 令和５年２月下旬まで 

10 
工事協議（現借受人，次

期借受人，仙台市） 
令和５年４月下旬まで 

11 現借受人による原状回復 令和５年５月31日まで（７日間程度） 

12 貸付開始（工事着工） 令和５年６月１日 

13 駐車場供用開始 令和５年６月14日（予定） 

※ 項番１から10は，土曜日・日曜日及び祝日を除く。 

 

５ 応募者の資格要件 

企画提案の応募にあたっては，次の全ての要件を満たす事業者でなければならない。 

（１）仙台市競争入札参加資格者名簿に登録されている者又は次に掲げる要件を全て満たすもの

であること 

① 地方自治法施行令(昭和 22 年政令第 16 号)第 167 条の４第１項各号に該当しないこと 

※「地方自治法施行令第 167 条の４第１項各号に該当する者」とは，次に掲げる者をいう 

ア 契約を締結する能力を有しない者 

イ 破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者 

ウ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77 号）第 32条第

１項各号に掲げる者 

② 本市に本店，支店または営業所等がある場合は，本市から課税されている市民税，固定資

産税，軽自動車税，特別土地保有税，事業所税及び都市計画税を滞納していないこと  
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③ 消費税及び地方消費税について滞納のないこと 

④ 仙台市暴力団排除条例（平成 25 年仙台市条例第 29 号）第２条第３号に規定する「暴力団

員等」でないこと 

⑤ 仙台市入札契約暴力団等排除要綱（平成 20 年 10 月 31 日市長決裁）別表に掲げる措置要

件に該当しないこと（暴力団等との関係を有しないこと） 

（２）本募集要項に定める条件及び法令を遵守し，駐車場事業を行う資力及び能力を有する法人で

あること 

（３）駐車場経営に必要な知識，経験，資格，資力及び信用を有し，次の全ての要件を満たすこと 

① 駐車場事業の経験を 10 年以上有する者であり，本市内において時間貸し駐車場の管理・

運営実績を有すること 

② 本市に本店，支店または営業所等を置く者であること 

③ 地方公共団体の駐車場の運営管理契約の実績がある場合，過去３年以内に，当該契約の当

初契約期間内に中途解約をしていないこと 

 

６ 貸付契約の主な条件 

（１）貸付契約の内容 

本件貸付契約は，地方自治法（昭和22年法律第67号）第238条の４第２項第４号の規定に

基づく貸付け（賃貸借契約）である。 

（２）貸付期間 

貸付期間は，令和５年６月１日から令和８年５月31日までの３年間とする。 

また，当初貸付期間満了後に継続での貸付けを希望する場合は，借受者は契約期間満了

の６か月前までに，書面により本市に申し出ることとし，本市が適当と認める場合は貸付

期間の更新を行うことができる。 

ただし，更新を含めた貸付期間は最長で６年間とする。 

（３）駐車機器の設置等 

駐車機器の設置は，貸付開始日から駐車場供用開始までに借受者の負担により完了する

こととし，詳細は本市と別途協議すること。ただし，当該期間中においても、来庁者は対

象駐車場を無料で利用することができるものとする。また，契約満了に伴う駐車機器の撤

去に要する期間は貸付期間に含めるものとし，詳細は本市と別途協議すること。 
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（４）年間貸付料 

年間貸付料は，年間利用料収入実績と連動した「従量貸付料方式（最低貸付料設定型）」

とする。下記の算定方法に基づき，年間利用料金収入（Ａ：円），管理経費等の金額（Ｂ：

円），実利益に対して本市に納入できる割合（Ｃ：％），最低貸付料（Ｄ：円）及び年間貸

付料（円）を算出し，内訳と共に提案すること。 

 
なお，令和５年度及び令和８年度の年間貸付料は上記によらず，下記６(５）の表中の算

定方法によるものとする。 

（５）貸付料の支払い方法 

下表のとおり。それぞれの納入期限までに，本市が発行する納入通知書により納入するも

のとする。 

年度 対象期間 従量貸付料 納入期限 

令和５年度 
R5.6.1～

R6.3.31 

〔Ａ－（Ｂ×10／12(月))〕×Ｃ 

ただし，最低貸付料をＤ×10／12円とする 
R6.5.17 

令和６年度 
R6.4.1～

R7.3.31 

(Ａ－Ｂ）×Ｃ 

ただし，最低貸付料をＤ円とする 
R7.5.17 

令和７年度 
R7.4.1～

R8.3.31 

(Ａ－Ｂ）×Ｃ 

ただし，最低貸付料をＤ円とする 
R8.5.17 

令和８年度 
R8.4.1～

R9.5.31 

〔Ａ－（Ｂ×2／12(月))〕×Ｃ 

ただし，最低貸付料をＤ×2／12円とする 
R9.7.31 

※ 納入期限の日が金融機関の休日に当たるときは，次の営業日を納入期限の日とする。 

（６）契約保証金 

① 借受者は，土地貸付契約締結と同時に，当該契約最低貸付料の10分の3以上の額の保証金

を本市が発行する納付書により納入するものとする。 

② 保証金は，貸付期間が満了したときなどにおいて，借受者の請求に基づき利息を付けず

に返還する。 

③ 土地貸付契約締結後，借受者が契約内容に違反し，契約解除となったときなどには，納

入された保証金は本市に帰属する。 

（７）貸付物件の用途指定 

貸付物件は，指定用途に供さなければならない（時間貸し駐車場以外の運営はできない。

年間貸付料 ＝ 実利益（年間利用料金収入－管理経費等の金額）× 納入割合 

※ ただし，年間貸付料が最低貸付料を下回る場合には，最低貸付料を納入するものとする。 

＜算式＞ 〔Ａ（円）－ Ｂ（円）〕×Ｃ（％） 

Ａ：年間利用料金収入（売上金額） 

Ｂ：管理経費等（直接管理費のほか初期経費（按分額）など）の金額 

Ｃ：実利益に対して，本市に納入できる割合 

Ｄ：最低貸付料（2,194,000（円／年）以上とすること） 

※ Ｂ，Ｃ，Ｄは借受者から提案された金額及び割合とする。 
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また，自動二輪車や原動機付自転車の駐輪，カーシェアリング等，駐車場の混雑につながる

運営は，原則としてできない。）。 

（８）禁止事項 

① 前記６(７)に規定する指定用途以外の用途に供することはできない。 

② 貸付物件に建築物を建築することはできない。 

③ 貸付物件を第三者に転貸することはできない。 

④ 本件賃借権を第三者に譲渡し，又は他の権利を設定することはできない。 

（９）実地調査等 

前記６(７)及び(８)の履行を確認するため，本市が貸付物件の利用状況等についての実地

調査を実施するとき，又は関係資料の提出を求めたときは，借受者は必ず本市に協力しなけ

ればならない。 

（10）資料の提出等 

① 借受者は，毎月１回，次の資料をデータ（マイクロソフトエクセル形式）で提出するこ

と。なお，本市はこれを公表できるものとする。 

ア 事故等のトラブル 

※ 事故等のトラブルが発生した際には，速やかに本市に報告を行う。 

イ 無料出庫台数（日別） 

ウ 有料出庫台数（日別） 

エ 入出庫台数（日別） 

オ 駐車台数及び回転率（時間帯別） 

※ 回転率とは，毎時点における駐車台数を駐車可能総数で割った値 

カ 駐車場全体の売上，経費及び収益（従量貸付料の根拠となる資料） 

② 借受者は，毎年１回，駐車場の利用状況，管理運営状況等を記載した事業報告書を作成

し，各年度終了後及び貸付期間満了後速やかに，本市に提出するものとする。なお，本市

はこれを公表できるものとする。 

③ 借受者は，必要に応じて本市の会議に参加し，前記６(10)①の資料等の報告を行うこと

とする。 

④ 仙台市情報公開条例(平成12年仙台市条例第80号)に基づく開示請求や市議会，監査等か

ら本市が情報提供の要請を受けた場合には，借受者は迅速・誠実に対応するものとし本市

に協力するものとする。 

⑤ 本市が，債権の保全上必要があると認めるとき，又は第三者に貸付物件を転貸している

疑いがある場合等において確認の必要があると認めるときは，本市は借受者に対してその

参考となるべき資料の提出又は報告を求めることができるものとする。 

（11）違約金 

前記６(７)から(９)又は(10)①，②若しくは⑤の条件に反し，契約解除又は履行不能とな

ったときは，当該契約最低貸付料の10分の1（1円未満の端数があるときは，これを切り上げ

る）の額の違約金を本市に支払わなければならない。 
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（12）貸付物件の引渡しと返還 

貸付物件は現況有姿の状態で引渡すものとする。借受者は，貸付期間が満了したとき，本

市と協議の上定めた状態にて，返還しなければならない。借受者が変更となる場合は，本市

と新旧借受者の三者の間で原状回復に関する協議を行うものとする。ただし，貸付期間の満

了前に，次の貸付期間にも引き続き同じ貸付物件を使用することができることが明らかにな

ったときは，当該貸付物件を原状に回復することなく，引き続き使用することができる。 

また，引渡し後に借受者が埋設物の施工や工作物の設置を行った場合は，速やかに埋設物

の施工，工作物の設置に係る図面，写真等の土地利用状況に関する書類を提出すること。 

（13）借受者変更に伴う駐車機器等の取扱いについて 

貸付期間の満了時に借受者が変更となる場合，旧借受者は自ら設置した駐車機器を新借受

者に譲渡することができるものとする。 

（14）その他事業 

駐車場事業以外の事業のうち次のものについては，借受者の負担で実施することができる

ものとし，借受者の収入が伴うものであっても可とする。 

① 地域貢献に寄与する事業（周辺地域の活性化等に寄与する事業） 

② 閉庁時間帯のパーク＆ライドの利用促進に寄与する事業 

③ 上記のほか，対象駐車場の安定かつ継続的な運営に寄与する事業 

 

７ 駐車場に関する条件 

借受者は，対象駐車場の利用状況及び混雑状況の実態を踏まえ，対象駐車場の運営等につい

て次の条件を考慮したうえで提案を行うこと。 

（１）対象駐車場の開場時間は，１年間を通じて原則 24 時間とする。 

（２）対象駐車場の利用条件は同一とする。 

（３）借受者は，開庁時間帯に来庁者が対象駐車場を利用する場合には，無料措置を講じるこ

と。また具体的な無料措置方法について，他地方公共団体での実績等を踏まえること。な

お，閉庁時間帯でも，来庁者は対象駐車場を無料で利用することができるものとする。 

（４）借受者は，来庁者以外の者が開庁時間帯に対象駐車場を利用する場合の料金を，来庁者以

外の駐車を抑制するため，周辺駐車場と比較して単位時間あたりの料金が１.５倍以上となる

よう設定すること。 

（５）借受者は，閉庁時間帯の利用料金は最大料金の設定も可とする。ただし，前記７(４)との

継続した料金設定は原則不可とする。 

（６）前記７(１)から(５)に記載されている条件については，「各時間帯における条件一覧（別

表１）」及び「参考資料 宮城野区役所北側東駐車場利用台数実績」を参照すること。 

（７）借受者は，実績等を勘案し，本市と協議の上，貸付条件を変更（前記６(４)に規定する管

理経費等の金額（Ｂ：円），実利益に対して本市に納入できる割合（Ｃ：％），最低貸付料

（Ｄ：円）を除く）できるものとする。ただし，借受者は，貸付開始後もしくはこの条項に

基づく貸付条件を変更後６か月以内は，貸付条件変更についての提案はできないものとす

る。 
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（８）対象駐車場の運営方法等については，本市と協議の上，決定すること。 

（９）本市は，イベント等を実施するにあたり，対象駐車場を全面的又は部分的に利用するた

め，閉庁時間帯に行政利用時間帯を別途指定する場合がある（別表２）。この場合における

事前の届出，協議，周知方法，対応等について提案すること。ただし，実施時の残存車両の

取扱い，経費（原則として借受者負担とする。）等については，本市と協議の上，対応する

ものとする。なお，緊急の対応により対象駐車場を利用する必要が生じた場合には，本市

は，速やかに借受者に連絡し，協議の上，対応を決定するものとする。 

（10）対象駐車場の区画のレイアウトは，契約締結後に本市と借受者が協議の上，決定するもの

とする。 

（11）無料措置を認証機と無料券の併用により行うこととし，借受者は，その場合に必要な認証

機の台数（別表３）を本市に貸与する（消耗品を含む。）とともに，必要な無料券（別表

４）を提供するものとする。認証機等の貸与費用は，貸付料提案の中に含むものとするが，

実費負担が必要な場合はその旨の提示をすること。本市は，借り受けた認証機を，善良なる

管理者の注意をもって使用するものとする。なお，本市の責めに帰する事由において故障等

が発生した場合は，別途，本市と借受者とが協議の上，対応を決定するものとする。 

（12）借受者は，前記７(11)に規定する認証機と無料券について，その仕様と運用方法を前記７

(３)の無料措置方法と併せて提案すること（複数提案可）。また，認証機を持ち帰り修理を

する必要がある時には，代替機を貸与すること。 

（13）貸付に係る駐車機器の設置を行う貸付開始日から駐車場供用開始日までの対象駐車場の運

営は，本市と借受者とが協議の上，対応すること。 

（14）借受者は，対象駐車場の運営に係る経費を自ら負担するものとする。なお，構造的に直接

負担することができない場合には，本市と協議の上，実費相当分を負担できるよう措置を講

じること。 

（15）借受者は，入出庫ゲートの構造を，大型車両が通行可能な程度開閉し，高さ，幅員，耐荷

重が確保できる構造にすること。ただし，一般利用では大型車両は利用できないものとす

る。なお，大型車両とは，大型バス，工事用トラック，検診車，消防車等をいう。 

（16）入出庫ゲートは，入庫可能車両が通行可能な程度開閉し，高さ及び幅員が確保できる構造

にすること。 

（17）精算機は，各種紙幣及び硬貨，各種クレジットカード及び電子マネーに対応するものと

し，釣銭切れ等が生じないようにすること。 

（18）借受者は，駐車機器の設置場所，大きさ及び表示内容，駐車区画線，車止めの設置，路面

標示等駐車場内の誘導サイン等について，利用者から見て現状と同程度の利便性を確保した

上で，借受者の負担で設置することを基本として提案すること。設置に際しての詳細は，契

約締結後，本市と協議し了解を得るものとする。なお，設置する案内看板等について，杜の

都の風土を育む景観条例（平成７年仙台市条例第５号）及び仙台市景観法等の施行に関する

規則（平成７年仙台市規則第 33 号）に基づく届出又は仙台市屋外広告物条例（平成元年仙台

市条例第４号）に基づく許可が必要な場合がある。 
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（19）借受者は，対象駐車場外で本市が所管する敷地等に駐車機器を設置する場合には，本市と

協議の上，設置場所，大きさ及び表示内容等を決定するものとし，本市は借受者が必要とす

る部分で，本市が所管する敷地，建物等の使用を許可するものとする。 

（20）借受者は，対象駐車場内に電話機又はインターフォンを取り付け，トラブルが発生した場

合には借受者と利用者が直接連絡できる体制を取ること。 

（21）開庁時間帯は来庁者による利用を優先とする旨を，看板等に明記すること。また，利用時

間帯を問わず，用務先で無料処理を行うことにより駐車料金が無料となる旨を，看板等に明

記すること。 

（22）借受者が照明，管理カメラ等の設置をする場合は，本市と協議し，了解を得ること。借受

者は，管理カメラの映像の取扱いについて，個人情報保護に十分配慮すること。 

（23）借受者は，貸付物件が公共施設に付設されていることに鑑み，省電力に配慮し，環境負荷

を低減した駐車機器の設置に努めること。 

（24）借受者は，駐車区画の線引き，車止めの設置，誘導サイン，標識等場内の工事を行う場合

は，工事の内容，期間及び工事期間中の駐車場事業について，本市と協議の上実施するこ

と。 

（25）借受者は，対象駐車場内において工事を行う場合は，工事中も安全かつ駐車場運営に支障

がなく利用できるように実施すること。ただし，やむを得ない場合は，本市と協議の上，対

象駐車場を一部閉鎖できるものとする。 

（26）対象駐車場内に地下埋設物が存在する場合，地下埋設物に関する許可権限は，本市に帰属

するものとする。地下埋設物の管理者が，管理上の作業をする場合には，本市は，借受者に

事前に連絡し工程等を協議し了解を得るものとする。 

（27）借受者は，対象駐車場内において徐行を促す措置を講じること。 

（28）対象駐車場について，入口として１車線，出口として１車線，合計２車線を確保するもの

とし，入出庫ゲートの設置位置等については詳細を本市と協議の上，施工すること。 

（29）対象駐車場内の駐車区画線，車止め，路面標示等駐車場内の誘導サイン，借受者が提案す

る駐車機器（消耗品を含む。）については借受者が管理することとし，保守点検及び清掃等

の維持管理について提案すること。また，事故等により破損した際は，借受者の負担により

破損前の状態になるよう対応すること。 

（30）対象駐車場内のアスファルトやフェンス等の既存の設備等は，本市が管理するものとす

る。 

（31）借受者は，駐車機器の設置，駐車区画，出入口，障害のある方への配慮等について，本市

の指導を受けること。 

（32）借受者は，利用者用に駐車機器の説明書きを表示すること。なお，高齢者や障害のある方

などの利用者にも配慮を行うものとし，その内容について提案すること。 

（33）対象駐車場内には，本市と協議の上，身体に障害のある方などのため，関連法令等に基づ

き，次の駐車区画を設けること。 

車いす使用者優先区画１台以上，ゆずりあい駐車区画１台以上 
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（34）借受者は，契約締結後，企画提案書類に基づき，対象駐車場のレイアウト，駐車機器の設

置場所等の詳細について本市と協議すること。 

（35）駐車機器の光熱水費に関する費用については，借受者と本市で協議の上，借受者が実費相

当分を負担すること。 

（36）借受者は，満空表示について対象駐車場入口付近に１つ以上設置すること。また，満空表

示について実際の入庫可能台数に変更が生じた場合，調整の対応を速やかに行うこと。 

（37）借受者は，対象駐車場内の安全を十分確保し，対策の内容を提案すること。また，対象駐

車場から区役所入口までの歩行者動線についても，安全に配慮した対策の内容を提案するこ

と。 

（38）借受者は，利用者や周辺住民からの苦情等については，責任を持って対応すること。ま

た，苦情等に関して，本市からの対応要請があった場合も同様とするので，対応に関する提

案をすること。契約締結後に改めて，安全対策，苦情対応等について書面で本市に提出し，

了解を得ること。 

（39）借受者は，事故，故障等が発生した場合には，迅速・誠実に対応するものとし，駐車券の

紛失，破損等の苦情についても同様とするので，対応等について提案すること。 

（40）借受者は，対象駐車場内において事故等のトラブルが発生した際には，速やかに本市に報

告するとともに，必要な対応を行うこととするが，開庁時間帯における簡易的なトラブルに

ついては，本市と協議の上，本市が対応できるものとする。また，トラブル発生時の連絡先

等を明記した看板等を，本市と協議の上で設置すること。 

（41）借受者は，契約締結後，緊急連絡体制を本市に届け出ること。なお，本市においても緊急

時を含めた連絡窓口を借受者に提供するものとする。 

（42）本市は，本市の施設の法令点検等により停電となる場合には，借受者に事前に通知するも

のとし，借受者は，駐車場の運営及び残存車両の取扱いについて本市と協議すること。 

（43）事故等により駐車場が停電した場合には，借受者は，利用者が出庫し，及び入庫すること

のできる状態にするものとし，緊急により借受者が対応できない場合は，本市と協議の上，

本市が対応できるものとする。 

（44）借受者は長期放置車両に対する対策の内容を提案すること（来庁者の利便性確保のため，

二日間以上継続した平日の利用は原則認めない。）。また，本市から要請があった場合に

は，借受者は当該車両の撤去の手続をとるものとする。なお，契約締結後に改めて，対策を

書面で本市に提出すること。 

（45）借受者は，対象駐車場内の安全のため，閉庁時間帯の積雪時の対応について提案するこ

と。 

（46）借受者は，本市からの要請があった場合には，必要となる資料等の提供について協力する

こと。 

（47）借受者は貸付期間中，借受者の負担で施設賠償責任保険に加入するものとし，加入後は本

市に保険証券の写しを提出すること。 

（48）対象駐車場の貸付範囲については，利用者が安全に利用できる状態を維持すること。 
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（49）本市に災害対策本部が設置された場合は，借受者は本市の指示に従うとともに関係機関と

協力すること。 

（50）災害等により，緊急対策として本市が必要と認めるときは，借受者に連絡し，対象駐車場

を全面的に行政目的として使用することができるものとする。 

（51）車両が駐車場より出庫する際，回転灯の光やブザー等により，周囲の歩行者等に知らしめ

ること。 

（52）対象駐車場に現存する看板については，引き続き利用することもできるので，借受者は看

板利用の有無について方針を示すこと。なお，引き続き利用する場合は，看板は借受者に無

償貸与するものとする。 

（53）対象駐車場に現存する照明灯については，引き続き利用すること。なお，当該照明灯は，

本市が管理することとし，前記７(35)の規定に関わらず，保守及び光熱水費等に係る費用は

本市が負担するものとする。 

（54）借受者は，関連法令等を遵守するとともに，各種必要な届出を行うこと。 
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（別表１）各時間帯における条件一覧 
 

【 平日 】 
 

北側東駐車場 

来庁者 左記以外の一般利用者 
 

0:00～24:00 用務先での認証処理により無料 

 

（利用が多く見込まれる時間帯） 

開庁時間帯 8:00～18:00 

 

 

事業者設定料金 

①8:00～18:00 

周辺駐車場の 1.5 倍以上 

②上記以外  

   任意に提案 

（最大料金の設定可） 

 

 

【 平日以外（土日祝日及び年末年始等）】 
 

北側東駐車場 

来庁者 左記以外の一般利用者 
 

0:00～24:00 用務先での認証処理により無料 

 

 

事業者設定料金 

0:00～24:00 任意に提案 

（最大料金の設定可） 

 

 

（別表２）閉庁時間帯において行政利用時間帯を別途指定する日数等 
 

利用内容 利用日数（年間） 

選挙期日前投票等 
10日間程度 

（土日祝日） 

 

 

（別表３）無料認証機貸与予定台数一覧 
 

機  能 認証機台数 

割引時間の設定が可能なもの 23台以上（予備１台含む） 
 

※ 設定等については，本市と借受者において別途協議し決定するものとする。 
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（別表４）無料券の券種・枚数  
 

券種 枚数 

１時間無料券 約100枚 

２時間無料券 約100枚 

３時間無料券 約100枚 

４時間無料券 約100枚 

５時間無料券 約100枚 

合 計 約500枚 
 

※ 上記は年間の提供枚数とする。ただし，券種・枚数については，実際の使用頻度等に

より，本市と借受者において別途協議し決定するものとする。 
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８ 応募の手続き等 

(１）基本的な考え方 

① 本募集要項の内容に基づいて「駐車場事業」を行うことを条件に，借受者を募集する。 

② 借受予定者の選定にあたっては，プロポーザル方式により，提案の内容及び応募者の時間

貸し駐車場の事業主体としての実績，経営基盤等を総合的に審査し，最も優れた評価を得

た応募者を借受予定者として決定し契約する。次に優れた評価を得た応募者を次点者と

し，借受予定者が契約しない場合等には，次点者と契約する（評価内容により次点者を定

めない場合がある。）。 

ただし，評価点の合計点数が満点の50％に満たない場合，又は著しく評価が低い項目があ

る場合は，適格者なしとする場合もある。 

(２) 応募の手続き 

 ① 募集要項の配布 

配布期間 

令和４年12月13日（火）から令和５年１月10日（火）まで（土曜日，日曜日及び

祝日を除く。） 

配布時間：午前９時から午後５時まで（正午から午後１時までを除く。） 

配布場所 

仙台市宮城野区五輪２丁目12-35 

仙台市宮城野区区民部総務課（宮城野区役所４階） 

電話：022-291-2111(内線)6117  ファクス：022-291-2371 

Eメールアドレス：miy013010@city.sendai.jp 

そ の 他 

募集要項は，本市ホームページ 

http://www.city.sendai.jp/miyagino-kuse/parking/041213.html 

から，ダウンロードできる。 

 

  ② 募集内容説明会 

開催日時 令和４年12月19日（月）午後１時30分から午後３時30分まで 

開催場所 
仙台市宮城野区五輪２丁目12-35 

仙台市宮城野区役所５階第１会議室 

留意事項 

ア 応募を予定している事業者は，参加すること。 

イ 説明会では募集要項等の配布は行わないので，募集要項等を持参のうえ，参

加すること。 

ウ 各社２名まで入室可とする。 

 

③ 応募申込受付 

受付期間 

令和４年12月19日（月）から令和５年１月17日（火）まで（土曜日，日曜日及び

祝日を除く。） 

受付時間：午前９時から午後５時まで（正午から午後１時までを除く。） 

受付場所 

仙台市宮城野区五輪２丁目12-35 

仙台市宮城野区区民部総務課（宮城野区役所４階） 

電話：022-291-2111(内線)6117 
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留意事項 

ア 応募者は，事前に仙台市宮城野区区民部総務課に連絡の上，応募申込書類を

受付場所に直接持参すること。郵送による応募申込の受付は行わない。 

イ 申込前に，必ず対象駐車場と関連法令等を確認すること。現地調査を行う場

合は，次の点に留意すること。 

(ｱ) 必ず事前に仙台市宮城野区区民部総務課に連絡すること。 

(ｲ) 調査・確認にあたっては利便や安全確保に配慮し駐車スペースを占用す

る，あるいは車両通行の妨げになることがないよう十分に留意すること。 

(ｳ) 上記のことについて，実際に調査・確認を行う担当者にも周知の徹底を図

ること。 

 

【応募申込書類一覧】※ 提出書類は，理由を問わず返却しない。 
 

応募申込書類の区分 必要書類 部 数 

１ 表紙（鑑） 

・応募申込書（様式１：23ページ参照） 

※ 応募申込書に押印する印影について 

応募申込みは，法人の資格で行うこと。したがっ

て，印影も法務局にて発行される法人の印鑑証明書

（３②）と同一であることが必要である。たとえ法

人の代表者であっても，個人の印影（居住地の市区

町村役場発行の「印鑑登録証明書」の印影）は無効

となるため注意すること。 

 

原本１部， 

写し12部 

２ 仙台市暴力団排除

条例等に関する書類 

・ 誓約書（様式２：24ページ参照） 

暴力団等の関係を有していないこと等を誓約する

ものとして提出。 

原本１部， 

写し12部 

３ 事業者の概要等 

 

① 商業登記簿（履歴事項全部証明書）※ 

② 印鑑証明書※ 

③ 事業者の概要 

・企業理念（経営方針） 

・ＣＳＲへの取組み 

・事業経歴 

・創立（創業）年月日 

・資本金（出資総額） 

・事業内容（事業種目，取扱品目・サービス及び年間

取扱高，事業所，所在地及び従業員数，主な取引

先，時間貸し駐車場の管理運営箇所数等） 

※ 発行後３か月以内のものであること。 

原本１部， 

写し12部 
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４ 駐車場事業の実績

（官公庁及び民間等） 

① 過去３か年間の官公庁と契約等締結した実績 

駐車場の賃貸借契約，指定管理，管理･運営委託契

約，駐車機器のリース契約等に係る件名，契約相

手，契約期間，契約金額，運営規模等を記載し，

各々契約書･協定書等の写しを添付 

② 過去３か年間の民間等と契約等締結した主な実績 

駐車場事業について応募者のＰＲとなるもの 

原本１部， 

写し12部 

５ 財務諸表（有価証券

報告書又は決算書） 

・ 財務諸表（写し・直前決算３年間分） 

損益計算書，貸借対照表，株主資本等変動計算書

（利益処分計算書）について法人名を明記して提出 

原本１部， 

写し12部 

６ 納税証明書 

① 国税の納税証明書※ 

（その３の３「法人税」及び「消費税及地方消費

税」の未納の税額がないことの証明） 

② 市税の納税証明書※ 

（仙台市内に本社又は事業所がある場合のみ） 

ア 法人市民税 

申込み時点において終了している事業年度のう

ち直近２年度分の納税証明書（未納がないこ

と。）。 

イ 固定資産税・都市計画税（償却資産を含む。） 

令和２年度及び令和３年度の納税証明書（未納

がないこと。）。 

※発行後３か月以内のものであること。 

原本１部， 

写し12部 

 

④ 質疑書の受付 

本募集要項に関する質疑は，質疑書（様式３：25ページ参照）によること。 

質疑書を提出できる者は応募者に限り，提出方法については，ファクス又はＥメールで行

うこと。 

送信後は，電話で質疑書送信の旨を連絡すること。 

受付期間 
令和４年12月19日（月）から令和５年１月６日（金）午後５時まで 

（土曜日，日曜日及び祝日を除く。） 

受付場所 

仙台市宮城野区区民部総務課 

電話：022-291-2111(内線)6117  ファクス：022-291-2371 

Eメールアドレス：miy013010@city.sendai.jp 

 

⑤ 質疑書に対する回答 

令和５年１月13日（金）午後５時までに，全ての質疑書に対する回答を，応募者全員にＥ

メールにて回答する（質疑書提出者が特定されると思われる情報は公開しない。）。 

 

⑥ 企画提案書類の受付 

応募者は，企画提案書類を受付場所に直接持参すること。郵送による提出書類の受付は行
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わない。また，企画提案書類を提出できる者は応募者に限る。  

なお，応募者から所定期間内に提出がない場合は，応募申込を辞退したものとみなす。 

提出書類 

企画提案書類 

・ 企画提案書類鑑（様式４：26ページ参照） 

・ 事業計画書等（様式５：27ページ参照。詳細は20～22ページを参照） 

受付期間 

令和５年１月13日（金）から令和５年１月20日（金）まで（土曜日，日曜日及び祝

日を除く。） 

受付時間：午前９時から午後５時まで（正午から午後１時までを除く。） 

※ 提案書類の内容変更等は，上記の期間内に限り行うことができる。 

受付場所 

仙台市宮城野区五輪２丁目12-35 

仙台市宮城野区区民部総務課（宮城野区役所４階） 

電話：022-291-2111(内線)6117 

留意事項 

ア 上記書類のほか，必要に応じて書類の提出を求めることがある。 

イ 提出にあたっては，事前に仙台市宮城野区区民部総務課に電話で連絡する 

こと。 

ウ 提出書類の不備について，確認を行う場合がある。 

エ 提出書類は，理由を問わず返却しない。 

オ 提出書類は，今回の選考以外には使用しない。 

カ 応募に要する費用は，応募者の負担とする。 

キ 事業計画書についてはＡ４サイズ，20ページ以内で作成すること。 

（駐車場のレイアウト図は枚数に含まない。） 

 

９ 借受予定者の選定等 

(１) 借受予定者の選定方法 

応募者の中から，本市において企画内容や実施能力等を審査により総合的に判断の上，借

受予定者及び次点者を決定する（評価内容により次点者を定めないことがある。）。 

(２) 審査の実施 

提出書類及びプレゼンテーションの内容に基づき本市が審査を実施する。プレゼンテーシ

ョンは，令和５年１月27日（金）を予定しており，時間等の詳細については，後日応募者に

文書で通知する。プレゼンテーションに際しては，パネル又はパソコンを持ち込み使用する

ことができる（使用する場合は，事前に申出すること。なお，スクリーン，プロジェクター

及びパソコンディスプレイケーブル（HDMIケーブル）は本市で準備する。）。本募集要項で

規定する提出書類に対して，応募者から提出された書類の不備等が判明した場合でも，本市

が補足，修正等の必要性を連絡することはない。 

なお，提出書類の内容について，本市から質問する場合がある。その場合は，速やかに書

面で回答すること。 

(３) 審査項目 

事業主体の適格性，事業計画の妥当性，借受条件の優位性について審査する。 

審査にあたっての評価項目及び配点については，18ページのとおり。 
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(４) 失格要件 

次の失格要件に該当すると認められる場合は，審査の上，失格とする。 

① 本募集要項に定める応募資格要件を満たしていない場合 

② 企画提案書類の内容が，本募集要項（８（２）⑥企画提案書類の受付）に示す要件を満

たさない場合 

③ 応募申込書類及び企画提案書類に虚偽の記載があることが判明した場合 

 (５) 借受予定者の決定時期及び審査結果の通知，公表 

借受予定者の決定は，令和５年２月上旬を予定している。審査結果は応募者全員に文書で

通知する。なお，決定した借受予定者等については公表する予定である。 

(６) 借受予定者の決定の取り消し 

次の場合には，借受予定者としての決定を取り消す。 

① 借受予定者の決定から契約締結までの間に，借受予定者について資金事情の変化等によ

り駐車場事業の運営実施の履行が確実でないと本市が判断した場合 

② 著しく社会的信用を損なう等，借受予定者として相応しくないと本市が判断した場合 

③ 借受予定者が本募集要項に定める応募者の資格要件に適合しなくなった場合 

④ 借受予定者が本件契約を締結しない場合 
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宮城野区役所北側東駐車場の管理運営事業者評価項目及び配点 

 

150点

1－1
貸付料の金額
　　①年間貸付料
　　②最低貸付料

150点
６（4）
事業計画書No１

300点

2－1 来庁者への無料措置方法 50点
７（３），７（11），7（12），
7（13）
事業計画書No2，15

2－2 行政利用等 25点
７（９），７(10）
事業計画書No3

2－3 駐車機器等 40点
７（15），７（16），７（17），
７（18），７（23），７（51）
事業計画書No4，15

2－4 安全対策等 50点

７（27），７（28），７（29），
７（37），７（45），７（48），
７（51）
事業計画書
No5，6，7，16，17

2－5 利用者への案内表示 35点
７（21），７（29），７（36）
事業計画書No8

2－6 利用者への配慮 25点
７（31），７（32），７（33）
事業計画書No9

2－7 トラブル対応等 50点

７（20），７（38），７（39），
７（40），７（41）
事業計画書
No１0，11

2－8 放置車両（長期駐車）対策 25点
７（44）
事業計画書No１2

75点

3－1 利用料金 25点
７（4），７（5）
事業計画書No13

3－2 収支計画の実現性 50点
７（4），７（5）
事業計画書No20

75点

4－1 利用者に対するサービス等 25点
６（13）
事業計画書No14

4－2 駐車機器設置工事 25点
７（24），７（25），７（26）
事業計画書No18，19

4－3 駐車場事業の実績 25点
応募申込書類（駐車場事
業の実績）

６００点合計（満点）

1　貸付料

２　駐車場の運営管理

３　収支計画

４　その他

評価項目
条項等

大分類 項番 小分類
配　　　点
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10 契約締結 

本市と借受予定者は令和５年２月下旬に契約を締結する。契約書(案)及び特記仕様書(案)

は，別紙の通りであるが，借受予定者の企画提案書類の内容を反映させる目的で，契約締結

にあたり特記仕様書の補正等を行う場合がある。また，本件契約に貼付する収入印紙及び本

件契約締結に関して必要な費用は，借受者の負担となる。 

なお，借受予定者が本件契約を締結しない場合，借受予定者としての決定は無効となる。 

 

11 その他 

(１) 事情により予告なく募集を取り止める場合がある。 

(２) 本募集要項に定めるもののほか，地方自治法（昭和22年法律第67号），地方自治法施行令

（昭和22年政令第16号），仙台市公有財産規則（昭和39年仙台市規則第37号），公有財産

事務取扱要領（昭和58年３月11日市長決裁）及び宮城野区役所北側東駐車場の有償貸付け

に関する取扱要領（平成29年１月18日宮城野区長決裁），その他関係法令等の定めるとこ

ろによる。 

(３) 宮城野区役所北側東駐車場利用実績等は，参考資料（45ページ）のとおり。 

(４) 駐車場に設置する案内看板，満空表示が広告物に該当する場合は，仙台市屋外広告物条例

（平成元年仙台市条例第４号）により，仙台市宮城野区建設部街並み形成課の指導を受け

る必要がある。詳しくは本市ホームページ（「屋外広告物」）を確認すること。 

http://www.city.sendai.jp/kekan/jigyosha/taisaku/kenchiku/toshikekan/okugai/kokok

u/okugai/index.html 

(５) 借受者は，駐車場の利用者に対し，アイドリング・ストップを実施するよう周知に努めな

ければならない。 

(６) 本募集要項に関する問い合わせ先は，下記のとおりである。 

〒983-8601 宮城県仙台市宮城野区五輪２丁目12-35 

仙台市宮城野区区民部総務課（宮城野区役所４階） 

電話：022-291-2111（内線）6117  ファクス：022-291-2371 

Eメールアドレス：miy013010@city.sendai.jp 

 

□ 企画提案書類について 

（１）企画提案書類の構成 

№ 名 称 作成上の留意点 提出部数 

１ 企画提案書類（鑑） 
様式４（26ページ参照）を使用 

原本に実印を押印 
原本１部，写し12部 

２ 事業計画書 
様式５（27ページ参照）を使用 

Ａ４サイズ，20ページ以内で作成 
原本１部，写し12部 

３ レイアウト図 Ａ３サイズ，縮尺・方位を記入 原本１部，写し12部 
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（２）事業計画書について 

次の項目は，提案内容となっている。 

№ 項 目 記載していただく内容 審査で重視する点 

１ 貸付料 

○Ａ（円）： 

年間利用料金収入の金額及び内訳 

○Ｂ（円）： 

管理経費等（直接管理費のほか初期

経費（按分額）など）の金額及びそ

の内訳 

○Ｃ（％）： 

実利益（上記ＡからＢを差し引いた

金額）に対して，本市に納入できる

割合 

○Ｄ（円）：最低貸付料 

○年間貸付料（円） 

○年間貸付料（円） 

○最低貸付料（円） 

○年間利用料金収入の算定にあ

たっては，実現可能性のあるも

のとなっているか  

○№20の収支計画と整合がとれて

いるか 

２ 

無料措置方法 

（認証機・無

料券） 

○来庁者の無料措置方法 

○認証方法及び周知方法等 

○認証機等に係る実費負担が必要な

場合とその額 

○合理的な認証方法・周知方法と

なっているか 

○職員の負担軽減も考慮されて

いるか 

○本市に実費負担が発生するか

どうか 

３ 行政利用等 

○別途指定した行政利用時間帯に

おける，事前の届出，協議，周知

方法，対応等について 

○駐車場の開放及び本市の負担

軽減を考慮した合理的な方法

となっているか 

４ 駐車機器等 
○駐車機器等の内容，設置場所及び

大きさ等 

○利用者の利便性向上を考慮し

ているか 

５ 安全対策等 
○駐車場利用者，通行人への配慮 

○夜間照明についての説明等 

○安全確保は十分か 

○安全対策を考慮しているか 

○本市の負担の程度 

６ 保守及び清掃 ○保守及び清掃等の維持管理方法 
○設備・利用者の安全性が確保さ

れる内容か 

７ 積雪時の対応 ○閉庁時間帯の積雪時の対応 
○利用者の安全性が確保されてい

るか 

８ 
利用者への案

内表示 

○開庁時間帯に来庁者が利用する場

合は，用務先で認証処理等を行うこ

とにより利用料金が無料となる旨

の表示 

○駐車場内の誘導サイン 

○来庁者への無料措置方法が分

かりやすく示されているかど

うか 

○駐車場内の誘導サインが分か

りやすく示されているかどう

か 
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９ 
利用者への配

慮 

○高齢者や障害のある方などの利

用者への配慮 
○十分な配慮がなされているか 

10 トラブル対応 

○次のトラブルが発生したと想定

して，対応方法と，対応に要する

平均的な時間を記載 

・駐車場内の事故 

・駐車機器の故障 

・駐車券紛失 

・駐車券詰まり 

・認証錯誤による課金 

・その他（想定されるもの） 

○トラブルへの対応方法 

○トラブル対応に要する時間 

11 苦情処理体制 
○本市からの要請への対応 

○組織体制図 

○苦情処理体制（組織や人員

等）が整っているか 

12 
放置車両（長

期駐車）対策 

○長期間の駐車への対応策 

○処理日数 
○迅速な対応方法 

13 利用料金 

○開庁時間帯と閉庁時間帯につい

て，それぞれの料金区分と利用料

金 

○開庁時間帯では，来庁者を優

先するための利用料金となっ

ているか 

○閉庁時間帯では，周辺駐車場の

利用料金と比較して，同業種を

過度に圧迫しない設定となっ

ているか 

14 その他 
○利用者に対するサービス等に関

する内容 

○利用者の利便性や満足度の向

上及び本市の負担の軽減等が

見込まれるか 

 

 

次の項目は，提案内容を判断する資料となる。 

№ 項 目 記載していただく内容 作成上の留意点 

15 駐車機器等 
○認証機，精算機等の仕様，

提供台数，配置案 
○左記について漏れなく記載すること 

16 
駐車場利用の

方法 

○進入，駐車，退出の手順・

方法，利用方法 
○左記について漏れなく記載すること 

17 防犯対策 
○侵入者，不法投棄，不正使

用防止などの対策 
○左記について漏れなく記載すること 

18 設置工事 

○工事工程と各工事内容 

○安全確保の対策 

○工事期間中の利用者の駐

車場確保対策 

○工事期間中の利用者の車

の入退管理 

○無理のない設計・工事内容とすること 
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19 
近隣への 

対応 

○工事着工時の事前説明 

○近隣者の要望への対応 
○左記について漏れなく記載すること 

20 収支計画 
○貸付期間の収支計画の説

明 

○年間利用台数，利用時間，各駐車場の

駐車料金，年間売上高，諸経費，設備

投資のための初期投資額，撤去費等を

記載すること 

 

（３）レイアウト図 

№ 項 目 作成上の留意点 

１ 車室（駐車スペース） 

○駐車台数を明記すること 

○関連法令等に基づき，次の駐車区画を設けること 

車いす使用者優先区画１台 

ゆずりあい駐車区画１台 

 

２ 車路 
○安全に走行できる車路を確保すること 

○大型車両への対応を記載すること 

３ 精算機，看板等の駐車機器 ○主な駐車機器の設置場所を記載すること 
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（様式１） 

 

応募申込書 

（宮城野区役所北側東駐車場有効活用事業者募集） 

 

令和  年  月  日 

（宛先）   仙 台 市 長 

 

 

「宮城野区役所北側東駐車場有効活用事業者募集要項」に記載された内容を全て承知の上，必

要書類を添えて申し込みます。 

なお，私（当法人及び当法人役員等）は，本申込書及び本申込みに必要な書類に記載されてい

る内容は，全て事実と相違ないことを誓約します。 

 

応募者 

住 所 又 は 

所 在 地 

〒   －                  電話   （   ）     

 

（フリガナ） 

法 人 名 ・ 

代 表 者 名 

 

印  

 

 

（事務担当責任者） 

所属・職名 ：  

担当者氏名 ：  

電 話 ：  

ＦＡＸ ： 

Ｅメールアドレス ： 

 

 

※ 企画提案書類を提出する時は，本応募申込書（写し）を必ずお持ちください。 
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（様式２） 

 

誓  約  書 

（宮城野区役所北側東駐車場有効活用事業者募集） 

 

 

令和  年  月  日 

 

 

（宛先） 仙 台 市 長 

 

 

住所又は所在地                         

 

法人名・代表者名                   印  

 

 

 

 

 私（当法人及び当法人役員等）は，宮城野区役所北側東駐車場有効活用事業者募集の応募申込に

当たり，暴力団等との関係を有していないこと及び説明を求められた際には誠実に応じることを

誓約します。 
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（様式３） 

 

質 疑 書 

（宮城野区役所北側東駐車場有効活用事業者募集） 

 

令和  年  月  日 

（宛先）   仙 台 市 長 

 

応募者 

住所又は所在地                     

 

法人名・代表者名                    

 

「宮城野区役所北側東駐車場有効活用事業者募集要項」に関する質疑書を次の内容により提出

します。 

№ ページ 項 目 名 質 疑 内 容 

 

   

 

   

 

   

 

   

 

（事務担当責任者） 

所属・職名 ：  

担当者氏名 ：  

電 話 ：  

ＦＡＸ ： 

Ｅメールアドレス ： 
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（様式４） 

 

企画提案書類 

（宮城野区役所北側東駐車場有効活用事業者募集） 

 

令和  年  月  日 

（宛先）   仙 台 市 長 

 

応募者 

住所又は所在地                       

 

法人名・代表者名                   印  

 

「宮城野区役所北側東駐車場有効活用事業者募集要項」による企画提案書類を提出します。 

 

 

 

（事務担当責任者） 

所属・職名 ：  

担当者氏名 ：  

電 話 ：  

ＦＡＸ ： 

Ｅメールアドレス ： 
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（様式５） 

 

事業計画書 
 

法人名：                    

№ 項 目 提案内容 

１ 貸付料 

Ａ：年間利用料金収入の金額及び内訳 円 

Ｂ：管理経費等（直接管理費のほか初期経費

（按分額）など）の金額及びその内訳 
円 

Ｃ：実利益（上記ＡからＢを差し引いた金

額）に対して，本市に納入できる割合 
％ 

Ｄ：最低貸付料 円 

年間貸付料 円 

２ 無料措置方法  

３ 行政利用等  

４ 駐車機器等  

５ 安全対策等  

６ 保守及び清掃  

７ 積雪時の対応  

８ 利用者への案内表示  

９ 利用者への配慮  

10 トラブル対応  

11 苦情処理体制  

12 放置車両(長期駐車)対策  

13 利用料金  

14 その他  

15 駐車機器等  

16 駐車場利用の方法  

17 防犯対策  

18 設置工事  

19 近隣への対応  

20 収支計画  

既存看板の利用（評価対象外） 利用する  ・  利用しない 
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公有財産（土地・建物）貸付契約書（案） 

 

仙台市を貸付人，（ 借受者 ）を借受人とし，「宮城野区役所北側東駐車場有効活用事業者募

集要項」に基づき，貸付人及び借受人との間において，次の条項により，有償貸付契約を締結す

る。 

 

（貸付物件） 

第１条 貸付物件は，次のとおりとする。 

財産名称 所在地（住居表示） 区分 貸付面積 

宮城野区役所北側東駐車場 仙台市宮城野区五輪二丁目12番35号 土地 1,219.48㎡ 

 

（貸付期間） 

第２条 貸付期間は，令和５年６月１日から令和８年５月31日までの３年間とする。また，借受

者は，貸付期間満了後に継続での貸付けを希望する場合は，契約期間満了の６か月前までに，

書面により貸付人に申し出ることとし，貸付人が適当と認める場合は貸付期間の更新を行うこ

とができる。ただし，更新を含めた貸付期間は最長で６年間とする。 

２ 借受人は，駐車機器の設置を貸付開始日から駐車場供用開始までに借受人の負担により終了

することとし，詳細は貸付人と別途協議すること。ただし，当該期間中においても、来庁者は

対象駐車場を無料で利用することができるものとする。 

３ 借受人が，契約満了に伴い駐車機器を撤去する際に要する期間は，第１項の貸付期間に含め

るものとし，詳細は貸付人と別途協議すること。 

 

（貸付物件の用途等） 

第３条 借受人は，貸付物件を時間貸し駐車場施設として，貸付期間中継続して営業・運営する

事業（以下「駐車場事業」という。）を行うものとする。 

２ 借受人は，別紙の「特記仕様書」に従い，貸付物件を駐車場事業の用途（以下「指定用途」

という。）に使用しなければならない。 

３ 借受人は，貸付物件を指定用途に使用するための設計，整備，運営，維持管理及び修繕に係

る費用を負担しなければならない。 

 

（貸付料） 

第４条 貸付物件の貸付料（以下「貸付料」という。）は，年間利用料金収入実績に連動した従

量貸付料とする。ただし，従量貸付料が最低貸付料を下回った場合には，最低貸付料を貸付料

とする。 

２ 借受人は，前項に規定する従量貸付料を，次表に基づき，貸付人が発行する納入通知書によ

り納期限までに納入しなければならない。ただし，同表に定める納入期限が金融機関の休日に

当たるときは，次の営業日までとする。 
 

収入 

印紙 
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年度 対象期間 従量貸付料 納入期限 

令和５年度 
R5.6.1～ 

R6.3.31 

〔年間利用料金収入－（●●●●×10／12(月))〕×●％ 

ただし，最低貸付料を●●●×10／12円とする 
R6.5.17 

令和６年度 
R6.4.1～ 

R7.3.31 

〔年間利用料金収入－●●●●〕×●％ 

ただし，最低貸付料を●●●円とする 
R7.5.17 

令和７年度 
R7.4.1～ 

R8.3.31 

〔年間利用料金収入－●●●●〕×●％ 

ただし，最低貸付料を●●●円とする 
R8.5.17 

令和８年度 
R8.4.1～ 

R9.5.31 

〔年間利用料金収入－（●●●●×2／12(月))〕×●％ 

ただし，最低貸付料を●●●×2／12円とする 
R9.7.31 

   

（貸付料の改定） 

第５条 貸付人及び借受人は，貸付物件につき特別の費用を負担することになったときその他正

当な理由があると認めるときは，相手方に対して貸付料の増減額を請求することができる。 

２ 貸付人又は借受人が前項の規定に基づき，相手方に対して貸付料の増減額を請求したとき

は，貸付人と借受人とが協議の上その額を決定する。 

 

（電気料） 

第６条 借受人は，駐車機器に係る電気料について電気事業者と供給契約を締結し，当該電気の

使用料を電気事業者に支払うことを原則とする。ただし，これにより難い場合については，貸

付人が半期ごとに発行する納入通知書により，貸付人が通知する額（実費相当額）を，当該納

入通知書で指定する日（その日が金融機関の休日に当たるときは，次の営業日）までに貸付人

に納入するものとする。 

 

（貸付料の延滞金） 

第７条 借受人は，第４条第２項に規定する納入期限までに貸付料を納入しないときは，当該納

入期限の翌日から納入した日までの日数に応じ，その納入しない貸付料に年14.6パーセント

（当該納期限の翌日から一箇月を経過する日までの期間については年７.３パーセント）の割合

で計算した金額（100円未満の端数があるとき又は当該金額が500円未満であるときは，その端

数金額又は当該金額を切り捨てる。）を延滞金として，貸付人の発行する納付書により，貸付

人に納付しなければならない。 

 

（充当） 

第８条 貸付人は，借受人が納入した金額をその名目いかんにかかわらず，なんら催告なしに，

債務不履行の延滞金，契約保証金，貸付料の順で当該債務不履行の弁済に充当する。 

２ 貸付人は，前項の規定により借受人が納入した金額を債務不履行の弁済に充当したときは，

弁済充当日，弁済充当額等について借受人に書面により通知するものとし，借受人は，その通

知を受けた日から30日以内に，貸付人の発行する納付書により，当該充当される前の名目とし

た債務履行額の不足額を追加納入しなければならない。 
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３ 借受人は，納入した貸付料に前項の不足額が生じるときは，同項の納入期限日にかかわら

ず，当該不足額を前条のその納入しない貸付料の額とみなし，同条の規定を適用して計算する

延滞金を貸付人に納入しなければならない。 

 

（契約保証金） 

第９条 借受人は，本契約の締結と同時に，地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の

16第１項に規定する契約保証金（以下「契約保証金」という。）として当該契約最低貸付料の

10分の3以上の額の保証金を，貸付人の発行する納付書により，貸付人に納入しなければならな

い。 

２ 貸付人は，本契約の終了後，借受人の第22条第１項に規定する義務の履行（同項ただし書を

適用する場合を含み，同項第２号を適用する場合は第20条第１項第11号に該当するときに限

る。）を確認したときは，借受人の請求により遅滞なく納入されている契約保証金を借受人に

返還する。 

３ 契約保証金には，利息を付さない。 

４ 貸付人は，第20条第１項各号（第11号を除く。）の規定により本契約を解除したとき，又は

借受人が第22条第１項の義務を履行しないときは，契約保証金は貸付人に帰属する。 

５ 借受人は，前項の規定により契約保証金を貸付人に帰属させたことに対して，一切の異議申

立て等をすることができない。 

６ 借受人は，貸付人に対する契約保証金の返還請求権を第三者に譲渡し，又は質権，譲渡担保

その他いかなる方法によっても契約保証金の返還請求権に担保を設定してはならない。 

 

（貸付物件の引渡し） 

第10条 貸付人は，貸付期間の初日に，貸付物件を現況有姿の状態で借受人に引き渡す。 

２ 前項の引渡しは，貸付人と借受人とが立会いの上で行うものとする。 

３ 借受人が変更となる場合は，必要に応じて，貸付人と新旧借受人の三者の間で，当該貸付物

件の原状回復に関する協議を行うものとする。 

 

（瑕疵担保責任） 

第11条 借受人は，本契約の締結後，貸付物件に数量の不足その他隠れた瑕疵のあることを発見

しても，貸付料の減免，損害賠償その他の請求をすることができない。 

 

（禁止事項） 

第12条 借受人は，次の各号に掲げる行為をしてはならない。 

⑴ 貸付物件を指定用途以外の用途に供すること。 

⑵ 貸付物件に建物を建築すること。 

⑶ 貸付物件を第三者に転貸すること。 

⑷ 賃借権を第三者に譲渡し，又はこれに他の権利を設定すること。 
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（修繕義務等） 

第13条 貸付物件の修繕義務及び当該貸付物件について維持，保存，改良その他の行為をするた

め支出する経費は，原則として借受人が負担する。 

２ 前項の規定にかかわらず，当該貸付物件の状況等を勘案し，両者協議の上，対応を決定する

ことができる。 

 

（滅失又は毀損の通知） 

第14条 借受人は，貸付物件の全部又は一部が滅失し，又は毀損した場合には，直ちに貸付人に

その状況を通知しなければならない。 

 

（滅失又は毀損の原状回復） 

第15条 借受人の責めに帰する事由により貸付物件を滅失し，又は毀損したときは，借受人の責

任において原状に回復しなければならない。 

 

（保全義務等） 

第16条 借受人は，善良なる管理者としての注意をもって貸付物件の維持保全に努めなければな

らない。 

２ 借受人は，前項の規定に従い貸付物件を使用し，土壌の汚染等により原状回復が困難となる

ような使用をしてはならない。 

 

（実地調査等） 

第17条 貸付人は，第４条に規定する債権の保全上必要があると認められるとき，又は指定用途

に関する履行状況を確認する必要があると認めるときは，借受人に対し，その事業若しくは資

産，経営状況に関して質問し，帳簿，書類その他の物件を調査し，又は参考となるべき報告若

しくは資料の提出を求めることができる。 

２ 借受人は，貸付人から前項の規定に基づく請求があったときは，正当な理由なくその請求を

拒み，妨げ又は忌避してはならない。この場合において，借受人は，直ちに貸付人に対して同

項に規定する報告，資料の提出等をしなければならない。 

 

（資料の提出等） 

第18条 借受人は，貸付人に対し，毎月１回，次の各号に掲げる資料を提出しなければならな

い。なお，貸付人は，これを公表することができる。 

⑴ 事故等のトラブル 

⑵ 無料出庫台数（日別） 

⑶ 有料出庫台数（日別） 

⑷ 入出庫台数（日別） 

⑸ 駐車台数及び回転率（時間帯別） 

※ 回転率とは，毎時点における駐車台数を駐車可能総数で割った値 
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⑹ 駐車場全体の売上，経費及び収益（従量貸付料の根拠となる資料） 

２ 借受人は，駐車場の利用状況，管理運営状況等を記載した事業報告書を作成し，各年度終了

後及び貸付期間満了後速やかに，貸付人に提出するものとする。なお，貸付人は，この事業報

告書を公表することができる。 

３ 借受人は，貸付人から請求があったときは，毎月１回程度，貸付人の会議に参加し，第１項

各号に定める資料等を報告しなければならない。 

４ 借受人は，仙台市情報公開条例(平成12年仙台市条例第80号)基づく開示請求や市議会，監査

等から情報提供の要請を受けた場合は，迅速・誠実に対応し，貸付人に協力するものとする。 

 

（違約金） 

第19条 借受人は，第２条に規定する貸付期間中に，第３条，第12条，第17条又は前条第１項若

しくは第２項に定める条件に反し，契約解除又は履行不能となったときは，当該契約最低貸付

料の10分の1（1円未満の端数があるときは，これを切り上げる）の額の違約金を貸付人に支払

わなければならない。 

２ 前項の違約金は，次条第２項又は第24条に規定する損害賠償の予定又はその一部と解釈しな

い。 

  

（契約の解除） 

第20条 貸付人は，次の各号のいずれかに該当する場合は，本契約を解除することができる。 

⑴ 借受人が支払期限後３か月以上貸付料の支払いを怠ったとき。 

⑵ 借受人が第12条に定める禁止事項に違反したとき。 

⑶ 借受人が本契約に定める義務を履行しないとき。 

⑷ 借受人の事業内容，資力，信用状態等の重要な事項に関して，虚偽があったとき。 

⑸ 借受人が，破産，会社更生，民事再生，清算又は特別清算その他倒産法制上の手続につい

て，借受人の取締役会でその申立てを決議したとき，又は第三者（借受人の取締役を含

む。）によって，その申立てがなされたとき。 

⑹ 借受人の発行する手形又は小切手が不渡りとなったとき。 

⑺ 借受人から本契約の解除の申出があったとき。 

⑻ 借受人が，仙台市暴力団排除条例（平成25年仙台市条例第29号）第２条第３号に規定する

「暴力団員等」と密接な関係を有すると認められる者であるとき。 

⑼ この契約に関して，借受人が，委託契約その他の契約を締結するに当たり，相手方が前号

に該当することを知りながら，当該者と契約を締結したと認められるとき。 

⑽ この契約に関して，借受人が，第８号に該当する者を委託契約その他の契約の相手方とし

ていた場合（前号に該当する場合を除く。）において，貸付人が借受人に対して当該契約の

解除を求め，借受人がこれに従わなかったとき。 

⑾ 貸付人において，公用又は公共用に供するため貸付物件を必要とするとき。 

２ 借受人は，貸付人の解除権の行使に伴い，第９条第４項の規定により貸付人の帰属とする契

約保証金の額を超えて貸付人に損害があるときは，その損害を賠償しなければならない。 
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３ 貸付人は，解除権を行使したときは，借受人の負担した契約の費用は償還しない。 

４ 貸付人は，解除権を行使したときは，借受人の支払った違約金及び貸付物件に支出した必要

費，有益費その他一切の費用は償還しない。 

５ 借受人は，貸付人の解除権の行使に伴い発生した損失について，貸付人にその補償を請求す

ることはできない。 

６ 第３項から前項までの規定は，第１項第11号に該当する場合は適用しないものとする。 

 

（解除の申出） 

第21条 借受人は，本契約の解除の申出をしようとするときは，契約満了を希望する日から６か

月以上前までに，貸付人に対し，書面により申し出なければならない。 

２ 前項の申出がある場合，貸付人と借受人とが協議の上，対応を決定する。 

 

（貸付物件の返還） 

第22条 借受人は，貸付物件を，貸付人と借受人とが協議の上定めた状態にて，次の期日までに

貸付人に返還しなければならない。ただし，貸付期間の満了前に，次の貸付期間にも引き続き

同じ貸付物件を使用することができることが明らかになったときは，当該貸付物件を原状に回

復することなく，引き続き使用することができる。 

⑴ 貸付期間の満了による場合は，貸付期間の満了日 

⑵ 貸付人が第20条の規定により本契約を解除した場合は，貸付人の指定する期日 

２ 前項の規定による返還は，貸付人と借受人とが立会いの上で行うものとする。 

３ 貸付人は，借受人が第１項に定める義務を履行しないときは，貸付人においてこれを執行す

ることができるものとする。この場合において，借受人は，第９条第４項の規定により貸付人

の帰属とする契約保証金の額を超えて貸付人に費用が生じるときは，その超えた費用を貸付人

に支払わなければならない。 

 

（駐車機器等の取扱い） 

第23条 貸付期間の満了時に借受人が変更となる場合，借受人は自ら設置した駐車機器を新借受

人に譲渡することができるものとする。 

 

（損害賠償） 

第24条 借受人は，その責めに帰する事由により貸付物件の全部又は一部を滅失し，又は毀損し

た場合は，当該滅失又は毀損による当該物件の損害に相当する金額を損害賠償として貸付人に

支払わなければならない。ただし，第15条の規定により当該物件を原状に回復した場合は，こ

の限りではない。 

２ 前項に掲げる場合のほか，借受人は本契約に定める義務を履行しないため貸付人に損害を与

えたときは，その損害に相当する金額が第９条第１項に規定する納入済の契約保証金の額を上

回った場合について，その上回った額を損害賠償として貸付人に支払わなければならない。 

３ 貸付人が，第20条第１項第11号の事由により本契約を解除した場合において，借受人に損失
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が生じたときは，借受人は貸付人にその補償を請求できるものとする。 

 

（有益費等の請求権の放棄） 

第25条 借受人は，貸付期間が満了した場合において，貸付物件に投じた改良費等の有益費，修

繕費等の必要費その他の費用があっても，これを貸付人に請求し得ないものとする。 

 

（契約の費用） 

第26条 本契約の締結に要する費用は，借受人の負担とする。 

 

（住所等の変更の届出） 

第27条 借受人は，その住所又は氏名（法人の場合にあっては所在地又は名称）に変更があった

ときは，速やかに貸付人に届け出るものとする。 

 

（近隣住民等への配慮） 

第28条 借受人は，第10条の規定による貸付物件の引渡しを受けた以後においては，十分な注意

を持って貸付物件を管理し，近隣住民その他第三者との間で紛争が生じないよう配慮しなけれ

ばならない。 

２ 借受人は，貸付物件に関する工事，維持管理等に伴い第三者からの苦情，その他紛争が生じ

たときは，その費用を負担し，自らの責任において解決しなければならない。 

 

（駐車場利用者等への対応） 

第29条 借受人は，駐車場事業により発生するトラブル，苦情等については，一切の責任を持っ

て解決する。 

 

（自動販売機の設置等） 

第30条 借受人は，貸付物件に自動販売機の設置等をすることができない。 

 

（信義誠実の義務） 

第31条 貸付人，借受人及び連帯保証人は，信義を重んじ，誠実に本契約を履行しなければなら

ない。 

 

（不当介入の排除） 

第32条 借受人は，この契約の履行に当たって，暴力団員による不当な行為の防止等に関する法

律（平成３年法律第77条）第９条各号に規定する行為を受け，又は正当な理由なく履行の妨げ

となる行為を受けた場合は，遅滞なく貸付人に報告するとともに，履行場所を管轄する警察署

に通報し，捜査上必要な協力をしなければならない。 
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（疑義の決定） 

第33条 本契約に関し疑義のあるとき又は定めのない事項については，仙台市契約規則（昭和39

年仙台市規則第47号）等によるほか貸付人と借受人とが協議の上決定する。 

 

 

本契約の締結を証するため，契約書２通を作成し，貸付人及び借受人が記名押印の上，各自

１通を保有する。 

 

令和  年  月  日 

貸付人    仙台市青葉区国分町３丁目７番１号 

仙台市長 郡 和子 

 

 

借受人    住 所 

氏 名  （ 借 受 人 ）  
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特記仕様書（案） 

 

１ 貸付物件とする駐車場(以下「対象駐車場」という。)の開場時間は，１年間を通じて原則 24

時間とする。 

２ 借受人は，行政目的で来庁された方（以下「来庁者」という。）が対象駐車場を利用する場

合には，無料措置を講じること。 

３ 借受人は，来庁者以外の者が開庁時間帯に対象駐車場を利用する場合の料金を，来庁者以外

の駐車を抑制するため，周辺駐車場と比較して単位時間あたりの料金が 1.5 倍以上となるよう

設定すること。 

４ 閉庁時間帯の利用料金について，前記３との継続した料金設定は不可とする。 

５ 借受人は，実績等を勘案し，貸付人と協議の上，貸付条件を変更（当該契約書第４条第２項

における表中の従量貸付料の項目に記載された内容を除く）できるものとする。ただし，借受

人は，貸付開始後もしくはこの条項に基づく貸付条件を変更後６か月以内は，貸付条件につい

ての提案はできないものとする。 

６ 対象駐車場の運営方法等については，貸付人と協議の上，決定すること。 

７ 貸付人は，イベント等を実施するにあたり，対象駐車場を全面的又は部分的に利用するた

め，閉庁時間帯に行政利用時間帯を別途指定する場合がある（別表１）。この場合における実

施時の残存車両の取扱い，経費（原則として借受人負担とする。）等については，貸付人と協

議の上，対応するものとする。なお，緊急の対応により対象駐車場を利用する必要が生じた場

合には，貸付人は，速やかに借受人に連絡し，協議の上，対応を決定するものとする。 

８ 貸付人は，無料措置を認証機と無料券の併用により行うこととし，借受人は，その場合に必

要な認証機の台数（別表２）を貸付人に貸与する（消耗品を含む。）とともに，必要な無料券

（別表３）を提供するものとする。認証機の貸与費用は，貸付料の中に含むものとするが，実

費負担が必要な場合はその旨の提示をすること。貸付人は，借り受けた認証機を，善良なる管

理者の注意をもって使用するものとする。なお，貸付人の責めに帰する事由において故障等が

発生した場合は，別途，貸付人と借受人とが協議の上，対応を決定するものとする。 

９ 借受人は，前記８に規定する認証機等について，持ち帰り修理をする必要がある時には，代

替機を貸与すること。 

10 貸付に係る駐車機器の設置後から貸付開始前日までの対象駐車場の運営は，貸付人と借受人

とが協議の上，従前と同じ運営方法で対応すること。 

11 借受人は，対象駐車場の運営に係る経費を自ら負担するものとする。なお，構造的に直接負

担することができない場合には，貸付人と協議の上，実費相当分を負担できるよう措置を講じ

ること。 

12 借受人は，入出庫ゲートの構造を，大型車両が通行可能な程度開閉し，高さ，幅員，耐荷重

が確保できる構造にすること。ただし，一般利用では大型車両は利用できないものとする。な

お，大型車両とは，大型バス，工事用トラック，検診車，消防車等をいう。 

13 入出庫ゲートは，入庫可能車両が通行可能な程度開閉し，高さ及び幅員が確保できる構造に

すること。 
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14 精算機は，各種紙幣及び硬貨，各種クレジットカード及び電子マネーに対応するものとし，

釣銭切れ等が生じないようにすること。 

15 借受人は，駐車機器の設置場所，大きさ及び表示内容，駐車区画線，車止めの設置，路面標

示等駐車場内の誘導サイン等について，利用者から見て現状と同程度の利便性を確保した上

で，借受人の負担で設置すること。設置に際しての詳細は，契約締結後，貸付人と協議し了解

を得るものとする。なお，設置する案内看板等について，杜の都の風土を育む景観条例（平成

７年仙台市条例第５号）及び仙台市景観法等の施行に関する規則（平成７年仙台市規則第 33

号）に基づく届出又は仙台市屋外広告物条例（平成元年仙台市条例第４号）に基づく許可が必

要な場合がある。 

16 借受人は，対象駐車場外で貸付人が所管する敷地等に駐車機器を設置する場合には，貸付人

と協議の上，設置場所，大きさ及び表示内容等を決定するものとし，貸付人は借受人が必要と

する部分で，貸付人が所管する敷地，建物等の使用を許可するものとする。 

17 借受人は，対象駐車場内に電話機又はインターフォンを取り付け，トラブルが発生した場合

には借受人と利用者が直接連絡できる体制を取ること。 

18 開庁時間帯は来庁者による利用を優先とする旨を，看板等に明記すること。また，利用時間

帯を問わず，用務先で無料処理を行うことにより駐車料金が無料となる旨を，看板等に明記す

ること。 

19 借受人が照明，管理カメラ等の設置をする場合は，貸付人と協議し，了解を得ること。借受

人は，管理カメラの映像の取扱いについて，個人情報保護に十分配慮すること。 

20 借受人は，貸付物件が公共施設に付設されていることに鑑み，省電力に配慮し，環境負荷を

低減した駐車機器の設置に努めること。 

21 借受人は，駐車区画の線引き，車止めの設置，誘導サイン，標識等場内の工事を行う場合

は，工事の内容，期間及び工事期間中の駐車場事業について，貸付人と協議の上実施するこ

と。 

22 借受人は，対象駐車場内において工事を行う場合は，工事中も安全かつ駐車場運営に支障が

なく利用できるように実施すること。ただし，やむを得ない場合は，貸付人と協議の上，対象

駐車場を一部又は全面閉鎖できるものとする。 

23 対象駐車場内に地下埋設物が存在する場合，地下埋設物に関する許可権限は，貸付人に帰属

するものとする。地下埋設物の管理者が，管理上の作業をする場合には，貸付人は，借受人に

事前に連絡し工程等を協議し了解を得るものとする。 

24 借受人は，対象駐車場内において徐行を促す措置を講じること。 

25 入口として１車線，出口として１車線，合計２車線を確保するものとし，入出庫ゲートの設

置位置等については詳細を貸付人と協議の上，施工すること。 

26 対象駐車場内の駐車区画線，車止め，路面標示等駐車場内の誘導サイン，借受人が提案する

駐車機器（消耗品を含む。）については借受人が管理すること。また，事故等により破損した

際は，借受人の負担により破損前の状態になるよう対応すること。 

27 対象駐車場内のアスファルトやフェンス等の既存の設備等は，貸付人が管理するものとす

る。 
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28 借受人は，駐車機器の設置，駐車区画，出入口，障害のある方への配慮等について，貸付人

の指導を受けること。 

29 借受人は，利用者用に駐車機器の説明書きを表示すること。なお，高齢者や障害のある方な

どの利用者にも配慮を行うこと。 

30 借受人は，貸付人と協議の上，身体に障害のある方などのため，次の駐車区画を設けるこ

と。 

車いす使用者優先区画１台以上，ゆずりあい駐車区画１台以上 

31 借受人は，契約締結後，企画提案書類に基づき，対象駐車場のレイアウト，駐車機器の設置

場所等の詳細について貸付人と協議すること。 

32 駐車機器の光熱水費に関する費用については，借受人と貸付人で協議の上，借受人が実費相

当分を負担すること。 

33 借受者は，満空表示について対象駐車場側入口付近に１つ以上設置すること。また，満空表

示について実際の入庫可能台数に変更が生じる場合，調整の対応を速やかに行うこと。 

34 借受人は，対象駐車場内の安全を十分確保すること。利用者や周辺住民からの苦情等につい

ては，責任を持って対応すること。また，苦情等に関して，貸付人からの対応要請があった場

合も同様とする。契約締結後に改めて，安全対策，苦情対応等について書面で貸付人に提出

し，了解を得ること。 

35 借受人は，事故，故障等が発生した場合には，迅速・誠実に対応すること。駐車券の紛失，

破損等の苦情についても同様とする。 

36 借受人は，対象駐車場内において事故等のトラブルが発生した際には，速やかに貸付人に報

告するとともに，必要な対応を行うこととするが，開庁時間帯における簡易的なトラブルにつ

いては，本市と協議の上，本市が対応できるものとする。また，トラブル発生時の連絡先等を

明記した看板等を，貸付人と協議の上で設置すること。 

37 借受人は，契約締結後緊急連絡体制を貸付人に届け出ること。なお，貸付人においても緊急

時を含めた連絡窓口を借受人に提供するものとする。 

38 貸付人は，貸付人の施設の法令点検等により停電となる場合には，借受人に事前に通知する

ものとし，借受人は，駐車場の運営及び残存車両の取扱いについて貸付人と協議すること。 

39 事故等により駐車場が停電した場合には，借受人は，利用者が出庫し，及び入庫することの

できる状態にするものとし，緊急により借受人が対応できない場合は，貸付人と協議の上，貸

付人が対応できるものとする。 

40 来庁者の利便性確保のため，二日間以上継続した平日の駐車場利用は原則認めない。貸付人

から要請があった場合には，借受人は当該車両の撤去手続をとるものとする。なお，契約締結

後に改めて，対策を書面で貸付人に提出すること。 

41 借受人は，貸付人からの要請があった場合には，必要となる資料等の提供について協力する

こと。 

42 借受人は貸付期間中，借受人の負担で施設賠償責任保険に加入するものとし，加入後は貸付

人に保険証券の写しを提出すること。 

43 対象駐車場の貸付範囲については，利用者が安全に利用できる状態を維持すること。 
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44 貸付人に災害対策本部が設置された場合は，借受人は貸付人の指示に従うとともに関係機関

と協力すること。 

45 災害等により，緊急対策として貸付人が必要と認めるときは，借受人に連絡し，対象駐車場

を全面的に行政目的として使用することができるものとする。 

46 借受人は，車両が駐車場より出庫する際，回転灯の光やブザー等により，周囲の歩行者等に

知らしめること。 

47 対象駐車場に現存する照明灯については，引き続き利用すること。なお，当該照明灯は，本

市が管理することとし，前記 32 の規定に関わらず，保守及び光熱水費等に係る費用は本市が負

担するものとする。 

48 借受人は，関連法令等を遵守するとともに，各種必要な届出を行うこと。 

 

 

（別表１）閉庁時間帯において行政利用時間帯を別途指定する日数等  
 

利用内容 利用日数（年間） 

選挙期日前投票等 10日間程度（土日祝日） 

 

（別表２）無料認証機貸与予定台数一覧 
 

機  能 認証機台数 

割引時間の設定が可能なもの ●●台 
 

※ 設定等については，貸付人と借受人において別途協議し決定するものとする。 

 

（別表３）無料券の券種・枚数  
 

券種 枚数 

１時間無料券 ●●枚 

２時間無料券 ●●枚 

３時間無料券 ●●枚 

４時間無料券 ●●枚 

５時間無料券 ●●枚 

合 計 ●●枚 
 

※ 上記は年間の提供枚数とするが，券種・枚数については，実際の使用頻度等により，

貸付人と借受人において別途協議し決定するものとする。 
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【貸付契約書（案），特記仕様書（案）】 

別表における●●の他，積雪時の対応，現存する看板の利用などの借受人からの提案に

より定まる事項については，契約時に仕様書に反映させるものとする。 
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物件調書について 

 

○ 物件調書及び現況図は，物件の概要を把握するための参考資料ですので，現地の現況及び利

用制限等については，必ずご自身で十分な調査，確認等を行ってください。 

なお，物件調書，現況図と現地の現況が異なる場合は，現況が優先されます。 

 

○ 現況図は，Ａ３版原稿を縮小したものを掲載していますのでご留意ください。 

 

○ 物件は，すべて現況有姿での引渡しとなります。 

フェンスや樹木等の植栽がありますが，仙台市は，これらの撤去及び移設は行いません。 

 

○ 物件調書の主な項目の見方 

・ 所在地 

所在地は，物件の不動産登記簿に表示されている所在地番を記載しています。 

・ 貸付面積 

物件の貸付面積を記載しています。 

・ 貸付期間 

物件の貸付期間を記載しています。 

・ 用途 

指定用途について記載しています。指定用途以外の使用はできません。 

・ 法令等に基づく制限 

都市計画法に基づく都市計画決定された内容等を記載しています。 

・ 私道の負担等に関する事項 

私道等として使用，負担等する土地があるかについて記載しています。 

・ 交通機関 

鉄道，バスは，物件からの最寄り駅，バス停を記載しています。 

物件の周辺に複数の駅等がある場合は，最も利便性の高い駅等を記載しています。 

・ 留意事項 

上記のほかに当該物件について，留意していただきたい点について記載しております。 
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物 件 調 書 

名 称 宮城野区役所北側東駐車場 

所在地 宮城県仙台市宮城野区五輪二丁目13番３ 外９筆 

住居表示 宮城県仙台市宮城野区五輪二丁目12番35号 

貸付面積 1,219.48㎡ 形 状 
アスファルトに

よる整地済み 

貸付期間 
令和５年６月 １日から 

令和８年５月３１日まで 
用 途 駐車場 

接面道路と敷地

の関係 
国道45号からＪＲ陸前原ノ町駅に向かう２車線道路に面している。 

法令等に基づく

制限 
用途地域 商業地域 防火地域 準防火 

私道の負担等に

関する事項 
負担等の有無 無 負担等の内容 － 

交通機関 

鉄 道 ＪＲ仙石線 陸前原ノ町駅 

バ ス 仙台市交通局 宮城野区役所前 

留意事項 土壌汚染及び地盤に関する調査は行っておりません。 

※ 物件調書及び現況図は，物件の概要を把握するための参考資料ですので，現地の現況及び利用

制限等については，必ずご自身で調査，確認の上，お申し込みください。なお，物件調書及び

現況図と現地の現況が異なる場合は，現況が優先されます。 
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現 況 図 
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【参考資料】宮城野区役所北側東駐車場 利用台数実績 

 

 

[台] [台] [台]

来庁者
来庁者
以外

合計 来庁者
来庁者
以外

合計 来庁者
来庁者
以外

合計

４月 ４月 8,502 1,130 9,632 ４月 8,601 1,370 9,971

５月 ５月 8,630 1,180 9,810 ５月 7,635 1,232 8,867

６月 10,283 963 11,246 ６月 9,700 1,297 10,997 ６月 8,845 1,334 10,179

７月 9,767 1,092 10,859 ７月 9,941 1,303 11,244 ７月 11,000 923 11,923

８月 9,647 1,198 10,845 ８月 9,927 1,290 11,217 ８月 9,796 1,043 10,839

９月 9,122 1,233 10,355 ９月 8,288 1,355 9,643 ９月 8,759 1,214 9,973

１０月 10,163 968 11,131 １０月 9,607 1,192 10,799 １０月 3,700 349 4,049

１１月 8,385 1,047 9,432 １１月 8,613 1,159 9,772 １１月 8,277 917 9,194

１２月 7,614 1,038 8,652 １２月 7,497 1,152 8,649 １２月 8,190 974 9,164

１月 7,916 1,010 8,926 １月 8,028 1,027 9,055 １月 8,093 882 8,975

２月 7,996 943 8,939 ２月 8,091 1,045 9,136 ２月 7,939 849 8,788

３月 9,610 1,009 10,619 ３月 8,910 1,183 10,093 ３月 9,707 672 10,379

合　計 90,503 10,501 101,004 合　計 105,734 14,313 120,047 合　計 100,542 11,759 112,301

[台] [台] [台]

来庁者
来庁者
以外

合計 来庁者
来庁者
以外

合計 来庁者
来庁者
以外

合計

４月 8,981 546 9,527 ４月 9,295 698 9,993 ４月 8,290 1,031 9,321

５月 7,213 510 7,723 ５月 7,813 667 8,480 ５月 7,262 1,118 8,380

６月 9,716 704 10,420 ６月 9,698 1,003 10,701 ６月 9,325 1,311 10,636

７月 9,300 843 10,143 ７月 8,988 1,022 10,010 ７月 9,914 1,095 11,009

８月 8,483 647 9,130 ８月 8,994 888 9,882 ８月

９月 9,200 809 10,009 ９月 9,187 1,023 10,210 ９月

１０月 9,457 809 10,266 １０月 11,186 1,090 12,276 １０月

１１月 8,308 764 9,072 １１月 8,288 973 9,261 １１月

１２月 8,308 831 9,139 １２月 7,886 919 8,805 １２月

１月 7,798 684 8,482 １月 7,778 741 8,519 １月

２月 7,915 633 8,548 ２月 7,522 1,088 8,610 ２月

３月 10,410 754 11,164 ３月 9,468 844 10,312 ３月

合　計 105,089 8,534 113,623 合　計 106,103 10,956 117,059 合　計 34,791 4,555 39,346

平成29年度（2017年度）

令和２年度（2020年度）

平成30年度（2018年度） 令和元年度（2019年度）

令和３年度（2021年度） 令和４年度（2022年度）


